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平成２８年 第１２回宮崎市教育委員会定例会会議録

１ 日 時 平成２８年９月２８日（水）１３：４０～１５：００

２ 場 所 教育委員会室

３ 出席者 【教育長・教育委員】

二見教育長、松野代表教育委員、藤元委員、﨑田委員、畠山委員

【事務局】

小泉教育局長

（企画総務課）時任課長、山本補佐、宮畑主幹、久保係長、

佐藤主査、田中主査、茂田主任主事、三角主事

（学校施設課）長崎課長、大住補佐

（学校教育課）松竹課長、押川補佐、岡留補佐

（教育情報研修センター）荒武所長、牧野次長

（生涯学習課）染矢課長、矢野補佐

（保健給食課）横山課長、黒木補佐

（文化財課） 小窪補佐

（文化スポーツ課）河野課長、和田係長、俵迫主査

４ 報告

番 号 件 名 説 明 者

報告第２４号
平成２８年第４回宮崎市議会定例会（９月）の報告に

ついて
教育局長

報告第２５号 平成２８年度第１回文化財審議会の報告について 文化財課長

報告第２６号 その他の事件の報告について 学校教育課長

報告第２７号 その他の事件の報告について 学校教育課長

報告第２８号 臨時代理の報告について 学校教育課長
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二見教育長 定刻になりましたので、平成２８年第１２回定例会を始めさせ

ていただきます。

本日の傍聴者はございません。

会次第「２ 会議録署名人の指名」です。本日の会議録の署名

人は、私二見と、藤元委員を指名させていただきたいと思います

が、よろしいでしょうか。

委員 はい。

二見教育長 次に、会次第「３ 教育長及び委員報告」に入ります。

資料１ページでございます。

（１）教育長報告及び（２）委員報告は本日はございません。

二見教育長 次に、（３）教育局長報告でございます。まず、８月２７日（土）

に開催されました「安井息軒顕彰・川口市文化交流事業（発表会）」

について、教育局長から報告をお願いします。

小泉教育局長 それでは私の方から、資料２ページについてご説明させていただ

きます。「安井息軒顕彰・川口市文化交流事業」についてでござい

ます。この日に行われたのは発表会ですが、清武総合支所１階の会

議室にお集まりいただき、生涯学習課主催で発表会を行いました。

出席者は、交流事業に参加した小学校６年生２１名のうち、２０名

とその保護者の方でございました。欠席者が１名ございました。小

学校の校長先生及び教頭先生にもお越しいただきましたが、旧清武

郷ということで、大淀川より南の学校を対象にしており、恒久、古

城、赤江、国富、木花、田野と清武町の学校からお越しいただきま

した。概要としましては、まず受け入れ事業として、７月２６日か

ら２８日の間に、宮崎市の方に川口市の子どもたちと引率の先生方

にお越しいただきまして、その後に宮崎市から行って受け入れてい

ただいたということで、それを全て含んだうえでの発表会を宮崎市

でさせていただきました。スライドを使って生涯学習課の担当から

説明があった後、４００字詰原稿用紙２枚程度の発表を、２０名全

ての児童から聞くことができました。発表の中には、都内見学も多

かったということもありますが、見学をする中で自分でも社会性が

身についた気がするというものがありました。東京の大学を見て、

東京に行って勉強するという目標が出来たという意見もございま

した。最初の結団式の頃からすると、かなり子どもたちが成長した

ということを実感できる発表会になりました。概要は以上でござい

ます。

二見教育長 ありがとうございました。

次に、８月２９日（月）から９月１４日（水）にかけて行われた

「平成２８年宮崎市議会定例会」でございますが、これは「議事の

報告」の中で報告させていただきます。

次に、（４）各課行事等の報告であります。その前に、会の進行

の都合上、その他の報告事項でございます「トップアスリート発掘

育成事業」について、事務局から説明をお願いします。

河野文化スポーツ課

長

資料の１６ページをご覧ください。今年度から開始します、トッ

プアスリート発掘・育成事業につきまして事業概要を説明させてい

ただきます。この事業の目的につきましては、今から１０年後、平

成３８年度に本県で開催予定の２巡目国体等の開催を見据えまし

て、将来的に活躍できる選手、いわゆるゴールデンエイジといわれ

る小学校４年生から６年生の小学生を対象に発掘育成し、市または

県の競技力向上につなげていくというものでございます。内容とし
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ましては、その下に発掘と囲んでありますが、まず左側の新体力テ

スト、これは県教育委員会が県内小中学生に対して行った結果であ

りますけれども、その中から上位者を抽出しまして、それを第１次

選考としまして、次に２番目、運動適性テストを２次選考として、

１１月に予定しておりますけれども、適性テストを行いまして、来

年の１月にはトップアスリートを６０名程選考したいと考えてお

ります。そして育成ということで、主に体幹トレーニングや競技体

験プログラムを実施するほか、保護者対象講座、栄養学等について

あわせて月１回程度開催をして、特に競技の育成ということではな

くて、いわゆるゴールデンエイジの体幹を鍛えることで、どの競技

でも対応できるような選手に育てるということでございます。１８

ページをご覧ください。横に平成２８年から平成３８年まで、縦に

年齢、小学校４年生の１０歳から大学４年生の２２歳までというこ

とで、まず今年度、平成２８年度に小学校４年生から６年生をそれ

ぞれ２０名ずつ、男女１０名ずつの合計６０名について、平成３３

年度、小学校４年生が平成３３年度の中学校３年生になるまで、ト

ップアスリートとして育成事業を行っていきます。また、２９年度

以降につきましては、新４年生を２０名ずつ、平成３２年度まで追

加していきまして、最終年度の平成３８年度まで、このトップアス

リート育成事業を行っていくというものでございます。先ほど申し

上げた県の新体力テストについては、市内の小学校４年生から６年

生、合計１万名以上の中から上位者２４０名を第１次選考で選びま

して、保護者の方へ案内文通知をして、学校長さんを通じて案内す

るのですが、あくまで本人、保護者の希望によって進めていくもの

でございます。その通知を１０月上旬頃から送付しまして、１１月

初めには回答いただき、運動適性テストとして１１月１９日に２４

０名の方、全員とは限りませんけれども、参加希望者の適性テスト

を行うもので、最終的に２次選考で６０名程度を選考していきたい

と考えております。資料の１７ページにつきましてはトップアスリ

ート育成事業の適性テスト等の実施要項の説明になっております。

事業概要の報告は以上でございます。

二見教育長 ありがとうございました。

ただいまの説明に対して、ご質問はございませんか。

もう１次選考は終わったということでよろしいですか。

河野文化スポーツ課

長

現在、県の教育委員会の方からデータをいただいたところですの

で、今月中には大体２４０名の選考ができるものと考えています。

二見教育長 他に質問はございませんか。

文化スポーツ課長、ありがとうございました。

次に、１ページ（４）各課行事等の報告でございますが、報告は

ございません。

以上で各課行事等の報告は終了ですが、先月、総合教育会議と教

職員との意見交換を行いました。それぞれの会議につきまして、お

一人ずつ、お気づきになった点やこれからの課題、また感想をいた

だきたいと思います。まず、総合教育会議について、松野代表教育

委員から、お願いいたします。

松野代表教育委員 第３回の総合教育会議に参加させていただきました。今回はキャ

リア教育と特別支援教育を中心にした内容でありましたが、いずれ

の内容も今後２０４０年問題として、宮崎市の人口が５万人位減る

という想定も視野に入れながら、一般行政と教育行政との結びつき
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をなお一層充実しながら進めていくことの重要性が出されたよう

に感じます。市長の、本市の人材及び企業、あるいは自然環境とい

う宝を大切にしながら、それを後世に引き継いでいくための努力を

惜しまないという姿勢に非常に感銘を受けたところでございます。

本日の新聞にも、本市とリコージャパンの包括的連携協定の話があ

りましたが、こういったものを本県に積極的に導入しながら幅広く

対処していきたいという言葉が残っておりますが、この総合教育会

議においても、今後具体的な形として出てくるのではないかと感じ

たところでした。最後でございますけれども、事務局の資料の準備

や事前学習会等の開催、大変勉強になりました。今後とも、この総

合教育会議を楽しみにしているところでございます。以上です。

藤元委員 いろいろ自由に意見の言える場所作りということで、だいぶ馴染

んできて、我々も結構市長に対して本音でトークが出来ていると思

いました。内容については、非常に良かったと思いますし、テーマ

テーマをひとつずつ前もって検討させていただく時間がありまし

たので、いろんな意見を言えたのではないかと思っています。市長

も本音で語っておられましたし、やっぱりこういう会議が年に１、

２回あるというのは、教育行政においてはとても大切なことだと考

えていまして、こういう体制になったこと自体がマイナスではなか

ったと感じています。

﨑田委員 私も委員さん方がおっしゃったような感想を持っております。以

前は市長との意見交換会という形でしたが、新制度になってからは

総合教育会議という形になった訳ですけれども、市長として改革し

たい気持ちや教育に対する想いを直接受け止めると言いますか、伺

うことが出来ますし、私達の想いも直接届けることが出来ます。そ

れが更に公開の場での会議ということで、市民にとって非常に意味

のあることではないかと思います。今回傍聴された方がいらっしゃ

いましたが、その方がどのような視点を持って傍聴したいと思われ

たのか、意見をお聞きしたいと思いました。

畠山委員 市長の想いが身近に感じられるいい機会だったと思います。キャ

リア教育に視点を置くことで、この教育の世界が大きく変わってい

くのではないかという期待と、これからますます増えていくであろ

う特別な教育的支援の必要な児童生徒が、これから５年後、１０年

後どう絡まっていくかで、この宮崎市に何かわくわくするようなそ

んな展開が起きるのではないかというような感想も持ちました。余

談なんですけれども、この前運動会に回らせていただいた時も、小

学校、中学校で支援の必要な子どもたちがアシスタントの先生方と

一緒になって競技に参加している姿を見まして、やはりこれこそ宮

崎市の、この宮崎の全体像の素晴らしさではないかということも実

感しました。

二見教育長 新制度になって２年目を迎えていますけれども、どのような体制

を採っているか、どのように委員会を進めているか、市長との関係

はどうかなど、色々な照会が来ます。本市は市長の意向で一早く新

制度に移行しましたが、市長は話の中で、形に何か仕上げていきた

いということをよくおっしゃいます。今回は予算編成の前の段階で

総合教育会議を開催しましたけれども、何らかの形で市長や私たち

の想いが形になるように、今構想を練っている所でございます。た

だし、より有意義な会議となるように、市長が主宰し、市長の意向

が十分に反映される会議だということをもう少し、市民の皆様に伝
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わるように宣伝したいと思います。

二見教育長 次に、教職員との意見交換について、松野代表教育委員から、お

願いいたします。

松野代表教育委員 小中学校からそれぞれ４名、新採の先生が各１名ずつ入られまし

て、キャリア教育とチーム学校についての実践的な取り組みをお聞

きできました。本市の教育が対外的に誇れるものだということを再

認識いたしました。このように、新規採用の先生やベテランの先生

方が一同に会して、小集団の中でそれぞれのご意見を出していただ

くということは大変有意義だと感じております。私たちも現在の学

級の学校の様子がよく理解できましたので、大変ありがたいことで

あると思っております。今回参加された先生方のように、児童生徒

から慕われる先生方が今後更に多く出ていただき、自信を持ってこ

れからのみやざきっ子育成のために力を注いでいただきたいと思

っているところでございます。松竹課長の進行にもお礼を申し上げ

ます。

藤元委員 私の印象としては、新規採用の２人の先生を見守っている周りの

先生の視線がすごく優しく感じました。新規採用の先生が発言をさ

れるときに一生懸命見ていらっしゃった姿が印象的でしたし、新し

い先生も堂々とひるむことなく発言されていたと思いますので、宮

崎市の先生方のネットワークが非常にいい形で形成されていると

感じました。先生方の絆が深まることが、結果として全体的に良く

なると思いますので、意見をお聞きできる場があり、それを後押し

する立場に私たち教育委員がいるといつも感じています。

﨑田委員 以前も意見交換会が行われていたと聞いていますが、昨年度か

ら、よりテーマも具体的になり、年に合わせて選定されて、集まら

れる先生方もテーマに沿った想いやキャリアを持っていらっしゃ

います。このような会議が宮崎市で開けるということは、本当にい

いことだと思いました。新規採用の先生方の勉強会や研修会、教務

を担当される先生方の研修会といったものはよくあるとは思いま

すが、いろんなキャリアのある先生方が、お互い違う学校の研究の

様子なり、そういうものを聞くことができるということは、大変有

意義なことだと思います。私たちも学校支援訪問等で学校に行かせ

ていただいて、授業を見せていただいたり、学校行事にも参加させ

ていただきますが、なかなか研究会といったことまで参加すること

がなくて、そこでどんな研究がなされていて、先生方がどんな想い

で立ってらっしゃるかということをお聞きする機会がなかなかな

いので、とても勉強になりました。いい機会だと思いました。

畠山委員 宮崎市といっても、本当に色々な地域性のある学校があるわけ

で、その中で地元の伝統芸能をしっかりと子どもたちと一緒に継承

している学校もあれば、修学旅行を行う際に、修学旅行を成功させ

るためにはどんな人たちが関わっていて、どのような準備をして実

際行われているかといったことを生徒たちと学んだうえで一緒に

企画しましたという学校があったり、それぞれの学校が取り組んで

おられることについて、あの場で本当に貴重な意見を聞くことが出

来ました。また、新規採用の先生方も自分の夢を語り、それを生徒

たちと共に日々取り組んでおられるという、本当に素晴らしい意見

交換会だったのではないかと感動しながら参加させていただきま

した。

二見教育長 教育委員会で心配していることは、大量の退職者が出る時代を迎
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えて、これまで培ってきたノウハウが途絶えるのではないかという

ことであります。しかし、このような形で年代を超えて意見交換が

出来たり、特に初任者の先生が、同じ道を歩んで来た先輩の声を聞

くことが出来るのは大きいと思います。それが本当は学校内で出来

るといいのですけれども、現実はなかなかそのような時間は取れな

いのだろうと思います。このように、冷静に話ができる機会はこれ

からも大事にしていきたいと思っています。

二見教育長 それでは「４ 議事」に入らせていただきます。

本日は議案はなく、報告が５件となっております。

４ページをご覧ください。

まず、報告第２４号「平成２８年第４回宮崎市議会定例会（９月）

の報告について」、事務局から説明をお願いします。

小泉教育局長 それでは、８月２９日（月）から９月１４日（水）にかけて行わ

れました「平成２８年第４回宮崎市議会定例会（９月）」について、

報告させていただきます。

５ページ、６ページをあわせてご覧ください。

３項目目の本会議ですが、一般質問ということで、６ページにあ

りますとおり、一般質問が行われました。質問者１９名のうち半分

以上の１０名の議員から質問をいただきました。質問数も今回９４

問ございました。この一覧表のとおり、議員の各会派からまんべん

なく、偏ることなく質問が出されまして、オリンピック・パラリン

ピック教育や、タブレット導入、公共施設のあり方、学校給食につ

いてといった内容でございました。集団フッ化物洗口については、

反対の立場と賛成の立場の両方からご意見をいただきましたが、賛

成の方がいていただいたことで心強く感じたところでした。詳しい

内容についてはインターネット等にも載っておりますのでご覧い

ただければと思います。それから提出議案といたしましては、議案

第１０７号の補正予算と、議案第１２４号の人事案件、この２つが

協議されまして、１０７号可決、１２４号同意となりました。詳し

い内容につきましては、次回定例会時に詳しくご説明差し上げます

が、若干ですけれども、１２４号は、松野教育委員の再任と、江草

さんの教育委員の任命について同意が得られたということであり

ます。文教民生委員会の委員長報告の中で、補正予算として、５月

に火事になりました大塚小学校の復旧事業、それから６月の集中豪

雨の時のがけ崩れの崩壊対策工事と、２件について予算を計上して

いることについて、学校全体の防犯強化のための方策を講じるこ

と、がけ崩れについては学校周辺の通学路を含んだ危険箇所の点検

とその解消に取り組まれたい、といった意見がございました。これ

から予算編成に入ってまいりますので、この中で少しでも応えられ

るように出来ればと思っています。以上です。

二見教育長 ただいまの説明に対し、ご質問はございませんか。また、お気付

きになられた点はございますでしょうか。

二見教育長 それではないようですので、次に、報告第２５号「平成２８年度

第１回文化財審議会の報告について」、事務局から説明をお願いし

ます。

小窪文化財課課長補

佐

平成２８年度第１回宮崎市文化財審議会を平成２８年９月１４

日に開催させていだたきました。内容でございますけれども、市指

定文化財候補物件について、大光寺文書、これは佐土原町の方にご

ざいますけれども、そちらについて協議をさせていただきました。
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また、国登録有形文化財申請物件についてということで大字富吉に

ございます青木橋について報告をさせていただきました。また、平

成２８年度文化財課事業について説明をいたしました。以上でござ

います。

二見教育長 それぞれ専門分野の方に集まっていただいての審議会が行われ

たということであります。ご質問はございませんか。

二見教育長 ないようでしたら、次に、報告第２６号及び２７号「その他の事

件の報告について」、報告第２８号「臨時代理の報告について」で

ございます。これにつきましては、地方教育行政の組織及び運営に

関する法律第１４条第１項第７号により、非公開といたしたいと思

いますが、いかがでしょうか。

委員 異議なし。

二見教育長 それでは、ただいまより、非公開といたします。

二見教育長 それでは、ここで非公開を解除いたします。

次に、「５ その他」に移らせていただきます。

委員の皆さまから、情報提供等がありましたら、お願いいたしま

す。

委員 なし。

二見教育長 ないようでしたら、「６ 次回委員会の決定」について、事務局

から説明をお願いします。

時任企画総務課長 次回定例会は、平成２８年１０月２６日（水）午後１時４０分か

ら、教育委員会室で開催することをご提案いたします。

二見教育長 提案のありました日時で、次回定例会を開催してよろしいでしょ

うか。

委員 はい。

二見教育長 ありがとうございます。

続きまして、「７ 行事予定」について、事務局から説明をお願

いします。

時任企画総務課長 （説明）

二見教育長 以上をもちまして、平成２８年第１２回定例会を終了させていた

だきます。


